
成
人

成
　
人
　
式式

メ
ー
ル
登

メ
ー
ル
登
録録

☆
登
録
ご
希
望
の
方
は
、

お
名
前
を
添
え
て
送

信
願
い
ま
す
。



隠

　新成人の門出を祝う成人式が自然

交流センターで開かれ、１４名の方が

出席しました。

　宮本村長の式辞の後、新成人一人

一人に対し祝酒と記念品が贈られ、

岩井澪さん、本田歩さんが新成人と

しての「誓いの言葉」を宣誓しました。

　また、木村議長よりお祝いの言葉が

かけられると、新成人を代表して山岡良

平さんが答辞を述べました。

　今年は初山別村の応援大使を務める

北海道日本ハムファイターズ加藤貴之

選手、吉田輝星選手からお祝いのメッ

セージが届けられました。（１月４日）

令和２年 初山別村成人式

成人式出席者（１４名）
岩井　　澪 ／  Ｉ ＫＥＴＵＴ Ｒ Ｉ ＢＡＷＡ

 Ｉ ＰＵＴＵ ＡＧＵＳ ＷＡＨＹＵ ＰＲＡＭＡＲＴＨＡ

江端　　萌 ／ 大水　皓太 ／ 加藤　航輝

小髙　萌衣 ／ 武田　竣己 ／ 平尾　太一

本田　　歩

 ＭＵＨＡＭＡＤ ＮＵＲＦＥＲＤＩ ＲＯＭＡＤＯＮ

山岡　良平 ／ 山田　俊彰 ／ 横山　友里　（敬称略）

噛表彰者名簿噛

焔
北
海
道
知
事
表
彰

　
　
年
勤
続
　
山
本
　
敏
幸

１０
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
豊

　
　
　
　
　
　
三
浦
　
　
敦

　
　
　
　
　
　
仁
木
　
輝
彦

　
　
年
勤
続
　
槇
口
　
健
司

２０
　
　
年
勤
続
　
岩
井
　
明
彦

３０
　
　
　
　
　
　
横
山
　
幸
市

焔
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

　
　
年
勤
続
　
山
本
　
敏
幸

１０
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
豊

　
　
　
　
　
　
三
浦
　
　
敦

　
　
年
勤
続
　
福
田
　
充
之

３０
　
功
 績
 章
　
立
田
　
幸
男

焔
北
留
萌
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

　
　
年
勤
続
　
山
本
　
敏
幸

１０
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
豊

　
　
　
　
　
　
三
浦
　
　
敦

　
　
年
勤
続
　
福
田
　
充
之

３０
　
優
良
団
員
　
山
本
　
敏
幸

　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
豊

　
　
　
　
　
　
三
浦
　
　
敦

　
技
能
功
労
章
　
仁
木
　
輝
彦

　村消防団の出初式が自然交流センターで行われ団員一同

は地域防災への決意を新たにしました｡

　式典では､人員報告､宮本村長らによる閲団が行われ､団

員に北海道知事表彰などの表彰状が伝達されました｡受賞

者は次のとおりです｡（１月７日）

令和２年 北留萌消防組合
　　　　 初山別村消防団消防出初式

　海難救助活動の自主的活動組織である日本水難救済会初

山別救難所が、新たな年の海難事故防止を誓いました。

　式典では宮本村長から訓示を受け、吉田孝一所長が答辞

を述べました。（１月７日）

令和２年 初山別村救難所出初式



韻

1 月のこんなことあんなこと

●１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

初山別村成人式４松

新春書き初め大会５掌

初山別村救難所出初式
北留萌消防組合初山別村消防団消防出初式

７昇

乳幼児健診
親子ふれあい陶芸教室
どんど焼き

８昌

予防接種９昭

ヘルスアップ教室（初山別）１０晶

海上安全祈願祭１１松

親子ふれあい料理教室１２掌

もちつき交流会１３捷

ふれあいサロン（初山別）１４昇

ほしっこくらぶ１５昌

旧豊岬小学校校舎利用活用の意見交換会１６昭

納税貯蓄組合会議２１昇

ふれあいサロン（有明）２３昭

減塩教室
議会住民懇談会（豊岬）

２７捷

議会住民懇談会（初山別）２８昇

ふれあいサロン２９昌

議会住民懇談会（有明）３１晶

　村子ども会主催によるもちつき交流会が自然交

流センターにて行われました。もちふるまい隊協

力のもと、子どもたちは力強くもちをついていま

した。できあがったもちは、おしるこやきな粉、雑煮

などバイキング形式で参加者に振る舞われました。

（１１月６日）

もちつき交流会

１２月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび　

☆よみきかせ　でした。

（１２月１８日）

ほしっこくらぶ

－１２月号－

今月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび　でした。

（１月１５日）

ほしっこくらぶ

－１月号－

２月の

「ほしっこくらぶ」は、

５日・１９日開催です。



吋

議会だ よ り
 

 

 

 

功
労
者
表
彰

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
の
結
果
、
次
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

立
田
　
　
授
 氏
（
明
　
里
）

立
田
　
康
雄
 氏
（
千
代
田
）

更
科
　
光
昇
 氏
（
初
山
別
）

立
田
　
尚
子
 氏
（
明
　
里
）

○
補
充
員

上
田
　
雄
二
 氏
（
初
山
別
）

村
田
　
寿
宏
 氏
（
有
　
明
）

佐
古
　
　
大
 氏
（
初
山
別
）

佐
藤
　
孝
子
 氏
（
明
　
里
）

　
　
月
定
例
会
は
、　

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

１２

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
村
職
員
の
給
与
条
例
等
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

１４

　
一
般
質
問
で
は
、
長
谷
川
幸
廣
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

発行：初山別村議会
編集：議会報発行特別委員会

議会だより ２０２０ 冬　№ 9 2

令和２年２月発行

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案第４４号

可決
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

議案第４５号

可決
特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議案第４６号

可決
フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定
について

議案第４７号

可決
パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用
弁償に関する条例の制定について

議案第４８号

可決
初山別村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第４９号

可決
初山別村簡易水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準
並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第５０号

可決令和元年度一般会計補正予算（第５号）議案第５１号

可決令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第５２号

可決令和元年度介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第５３号

可決令和元年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）議案第５４号

可決令和元年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）議案第５５号

可決令和元年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）議案第５６号

可決
しょさんべつ温泉岬の湯長寿命化改修工事請負契約の変更
について

議案第５７号

選
挙
管
理
委
員
・

補
充
員
の
選
挙



右

議会だ よ り
○
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

→
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
現
在
の
臨
時
・
嘱
託
職
員

を
す
べ
て
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
身
分
移
行
の
た
め
の

制
定
。

垢
　
鎌
田
副
議
長

　
臨
時
職
員
の
身
分
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

茅
　
加
藤
総
務
課
長

　
職
員
と
同
様
に
地
方
公
務

員
法
の
適
用
を
受
け
る
職
員

と
な
り
、
公
務
員
に
求
め
ら

れ
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
制
定

→
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
現
在
の
臨
時
・
嘱
託
職
員

を
す
べ
て
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
身
分
移
行
の
た
め
の

制
定
。

垢
　
髙
場
議
員

　
こ
の
制
度
は
、
指
定
管
理

者
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会

や
岬
セ
ン
タ
ー
へ
も
波
及
す

る
の
か
。

茅
　
加
藤
総
務
課
長

　
地
方
公
務
員
法
の
適
用
を

受
け
る
事
業
所
で
は
な
い
の

で
、
期
末
手
当
の
支
給
等
は
、

各
事
業
所
で
お
考
え
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。

　
　
条
例
の
改
正

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職

員
の
給
与
を
引
き
上
げ
。

　
給
料
　
 平
均
　
０
坩１
％

　
住
居
手
当

支
給
対
象
と
な
る
家
賃

額
の
下
限
を
４
千
円
引

き
上
げ
１
万
６
千
円
、

手
当
額
の
上
限
を
千
円

引
き
上
げ
２
万
８
千
円

　
勤
勉
手
当
　

　
　
年
間
　
 ０
坩０
５
月
分

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
を
引
き
上
げ
。

　
　
年
間
　
 ０
坩０
５
月
分

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
。

　
　
年
間
　
 ０
坩０
５
月
分

○
初
山
別
村
印
鑑
の
登
録
及

び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

→
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要

の
改
正
。

○
初
山
別
村
簡
易
水
道
布
設

工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

→
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
所
要
の
改
正
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
４
２
５
千
円
を
減
額
し
、

　
億
８
８
６
万
３
千
円
に
。

２３【
持
続
的
漁
業
経
営
支
援
事

業
補
助
金
】

垢
　
髙
場
議
員

　
具
体
的
な
実
施
内
容
は
。

茅
　
向
井
経
済
課
長

　
平
成
　
年
度
か
ら
開
始
し
、

３０

３
か
年
の
期
間
を
切
っ
て
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年
の
事
業

実
績
は
、
漁
具
の
更
新
３
件
、

機
関
（
エ
ン
ジ
ン
）
の
更
新

６
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
分
収
林
除
間
伐
材
売
払
代

金
】

垢
　
髙
場
議
員

　
分
収
林
は
定
期
的
に
間
伐

を
し
、
売
り
払
っ
て
い
る
の

か
。

茅
　
向
井
経
済
課
長

　
個
別
計
画
を
作
成
し
、
そ

れ
に
基
づ
き
間
伐
を
実
施
し

て
い
る
。

【
権
利
擁
護
人
材
育
成
事
業

道
補
助
金
】

垢
　
髙
場
議
員

　
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う

の
か
。

茅
　
大
水
住
民
課
長

　
こ
の
補
助
金
を
受
け
て
、

成
年
後
見
人
制
度
に
対
し
て

の
講
習
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
１
２
６
万
９
千
円
を
追
加

し
、
２
億
７
１
１
３
万
１
千

円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
　
万
２
千
円
を
追
加
し
、

５８
１
億
８
３
７
７
万
６
千
円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

◇
　
万
９
千
円
を
追
加
し
、

５３
２
２
１
１
万
３
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
　
万
３
千
円
を
減
額
し
、

３９
２
億
１
４
４
万
７
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◇
　
万
２
千
円
を
減
額
し
、

７９
８
８
８
８
万
８
千
円
に
。

　
　
意
見
書
案

〇
「
国
に
よ
る
妊
産
婦
医
療

費
助
成
制
度
創
設
」
並
び
に
、

「
福
祉
医
療
制
度
の
実
施
に

伴
う
国
保
国
庫
負
担
金
の
削

減
措
置
廃
止
」
を
求
め
る
自

治
体
意
見
書

提
出
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

賛
成
者
 髙
場
志
津
子
 
議
員

賛
成
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

　
　
そ
の
他

○
し
ょ
さ
ん
べ
つ
温
泉
岬
の

湯
長
寿
命
化
改
修
工
事
請
負

契
約
の
変
更

　
契
約
金
額

７
１
５
０
万
円
を
８
２

４
６
万
７
千
円
に
変
更
。

条

例

の

制

定

条

例

の

改

正

意

見

書

案

補

正

予

算

そ

の

他
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空
き
家
の
処
分
対
策
に
つ
い

て議
員
 村
内
全
域
で
過
疎
化

が
進
み
、
離
農
・
離
村
が
増

加
し
、
廃
屋
化
し
て
い
る
建

物
が
農
村
地
域
だ
け
で
な
く

市
街
地
域
内
で
も
見
受
け
ら

れ
る
。

　
村
も
「
村
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を

整
備
し
対
策
を
講
じ
代
執
行

の
規
定
も
設
け
て
い
る
が
、

処
分
費
用
は
所
有
者
負
担
と

な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
家
屋
の
処
分
は
、
思
い

出
を
残
し
た
い
気
持
ち
や
処

分
費
用
に
対
す
る
不
安
も
あ

り
、
処
分
が
進
ま
ず
景
観
阻

害
の
一
因
と
な
る
と
と
も
に

近
隣
へ
の
倒
壊
の
恐
れ
や
風

で
の
散
乱
、
あ
る
い
は
不
審

者
の
侵
入
な
ど
の
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。

　
今
後
も
離
農
・
離
村
後
に

放
置
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
解
体
処
分
し
や

す
い
対
策
に
考
え
直
す
時
期

に
き
て
い
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

村
長
 適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
は
、
安
全

性
・
防
犯
性
の
低
下
、
衛
生

環
境
の
悪
化
、
景
観
の
阻
害

等
、
地
域
の
良
好
な
生
活
環

境
を
脅
か
す
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
国
で
は
、
平
成
　
年
５
月

２７

に
「
空
き
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を

施
行
し
、
村
に
お
い
て
も
平

成
　
年
４
月
に
「
初
山
別
村

２８
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
」
を
施
行
し
、
不

適
切
な
状
態
と
認
め
ら
れ
る

空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
、

必
要
な
措
置
に
つ
い
て
助

言
・
指
導
、
勧
告
、
命
令
と

段
階
的
に
手
続
を
進
め
、
適

切
な
措
置
を
講
じ
な
い
場
合

は
代
執
行
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
解
体
処
分
し
や
す
い
対
策

に
考
え
直
す
時
期
に
き
て
い

る
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年

２２

２７

度
ま
で
、
空
き
家
の
購
入
及

び
解
体
に
対
し
助
成
を
行
い
、

現
在
も
住
宅
新
築
に
伴
う
解

体
や
空
き
家
の
取
得
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
空
き
家
の
管
理
は
、
所
有

者
自
ら
の
責
任
に
よ
り
行
う

こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、
解

体
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か

る
こ
と
も
、
処
分
で
き
な
い

理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
、

有
効
な
方
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
も
空
き
家
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
空
き
家
の
流
動
化
を
図

る
総
合
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

一
問
一
答

議
員
 こ
の
条
例
で
今
ま
で

に
何
件
ほ
ど
措
置
し
た
物
件

が
あ
る
の
か
。

村
長
 条
例
施
行
後
の
措
置

件
数
は
、
助
言
５
件
の
う
ち

指
導
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

勧
告
、
命
令
の
措
置
件
数
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

　
　
臨
時
議
会

■
第
５
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
（
　
月
４
日
）

１２

〇
一
般
会
計
補
正
予
算

◇
９
４
６
万
７
千
円
を
追
加

し
、　

億
９
２
８
万
８
千
円

２３

に
。

→
し
ょ
さ
ん
べ
つ
温
泉
岬
の

湯
長
寿
命
化
改
修
工
事
請
負

費
　
９
４
６
万
７
千
円
増
額

垢
　
髙
場
議
員

　
追
加
工
事
に
よ
っ
て
工
期

内
に
完
了
で
き
る
の
か
。

茅
　
向
井
経
済
課
長

　
設
計
変
更
に
よ
り
工
事
の

進
め
方
も
変
更
に
な
り
、
当

初
３
月
　
日
ま
で
の
工
期
を

１０

３
月
　
日
ま
で
に
変
更
し
て

３０

い
る
。

垢
　
髙
場
議
員

　
工
事
が
延
び
る
と
営
業
に

対
す
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く

な
る
と
思
う
。
住
民
に
対
し

て
セ
ン
タ
ー
利
用
の
協
力
体

制
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
。

茅
　
向
井
経
済
課
長

　
工
期
延
長
に
つ
い
て
村
民

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

営
業
面
に
つ
い
て
も
指
定
管

理
者
と
工
夫
し
て
ダ
メ
ー
ジ

を
抑
え
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　解体処分しやすい対策に

　　　　　考え直す時期と思うが

Ａ　空き家の流動化を図る

　　　　　　総合的な取り組みを検討する。

宇

意

見

書

案

長谷川　幸廣　議員

宮本　村長



議会だ よ り
　
令
和
元
年
度
の
学
校
定
期

監
査
が
、　

月
　
日
に
村
内

１１

２２

小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

〇
監
査
報
告

・
配
分
予
算
の
執
行
状
況
、

伝
票
経
理
事
務
、
各
備
品
台

帳
の
整
理
、
備
品
の
整
理
・

保
管
は
、
概
ね
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。

・
校
舎
内
の
管
理
、
清
掃
等

は
、
適
正
と
認
め
た
。

・
理
科
薬
品
、
器
具
類
の
整

理
、
保
管
は
、
適
正
と
認
め

た
。

議　　会　　の　　う　　ご　　き

総務経済常任委員会（議長外委員全員）２４１１　　　月

１　　　月全国町村議会議長全国大会（議長･東京都）

留萌管内町村議会議長行政視察（議長･島根県）

１２～

１５ 成人式（議長外議員多数）４

初山別救難所出初式（議長外議員多数）
７

例月出納検査（監査委員）１４

初山別村消防団出初式（議長外議員多数）羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会（斉藤議員･羽幌町）

２２ 留萌駐屯地新春交礼会（議長・留萌市）１１北留萌消防組合議会定例会（加藤議員･羽幌町）

例月出納検査（監査委員）
１６

学校定期監査（監査委員）

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）第２師団長森下陸将を囲む会（議長・留萌市）２８

住民懇談会〈豊岬・明里・共成地区〉（議長外議員全員）２７１２　　　月

住民懇談会〈初山別・千代田地区〉（議長外議員全員）２８議会運営委員会（議長外委員全員）

４ 北海道市町村職員退職手当組合議会定例会（議長・札幌市）２９第５回臨時会（議長外議員多数）

住民懇談会〈有明・栄地区〉（議長外議員全員）３１議会全員協議会（議長外議員多数）

２　　　月道議会議員浅野貴博道政報告会（議長）８

管内市町村長と議長との意見交換会（議長）３第４回定例会（議長外議員全員）１２

例月出納検査（監査委員）１９

学
校
定
期
監
査

烏

会
議
録
の閲

覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
議

決
の
状
況
や
審
議
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

会
議
録
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
の

で
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
村
の
大
切
な
予
算
を
決
め
る

会
議
で
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

緯
　
・
２
２
１
１
　

６７

議
会
を傍

聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

３
月
９
日
か
ら
の

予
定
で
す



　
次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を
開

設
し
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
受
付
を
早

め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
開
設
期
間

令
和
２
年
２
月
　
日（
月
）～

１７

令
和
２
年
３
月
　
日（
月
）ま
で

１６

■
相
談
受
付
時
間

平
日：

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
確
定
申
告
会
場

留
萌
税
務
署

留
萌
市
寿
町
３
丁
目
　
番
地

１９

　
２
月
　
日（
金
）以
前
は
、
確
定
申

１４

告
会
場
を
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
、
申
告
会
場

を
開
設
す
る
２
月
　
日（
月
）以
降
に

１７

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
に

関
す
る
ご
質
問
や
必
要
な
書
類
の
ご

確
認
な
ど
は
、
お
電
話
で
も
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及

び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月
　
日
１７

（
月
）か
ら
３
月
　
日（
月
）ま
で
と
な

１６

り
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）
で
送
信
又
は
印
刷
し

て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
は
、
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
み

の
方
専
用
の
初
め
て
の
方
で
も
操
作

し
や
す
い
画
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

※
税
務
署
へ
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
届
出
」
を
す
る
こ
と
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
か
ら
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
送
信
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
税
務
署
な
ど
の
確
定
申
告
会
場
に

お
越
し
の
際
に
は
、「
前
年
の
申
告

書
控
え
」、
確
定
申
告
に
必
要
な
書

類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
確
定
申
告
書
に
は
、

申
告
を
す
る
方
や
扶
養

親
族
の
方
な
ど
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

た
申
告
書
を
提
出
す
る
都
度
、
申
告

者
ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示

又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
（
控

除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
及
び
事

業
専
従
者
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
は

不
要
で
す
。）。

※
ｅ
儿
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
等
を
送
信
す

れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又

は
写
し
の
提
出
は
不
要
で
す
。

【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

〇
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
、
公

的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

（
留
萌
税
務
署
）

　
国
民
年
金
は
、　

歳
以
上
で
あ
れ

２０

ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在

学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、
４
月
初
め

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

羽

【
所
得
の
目
安
】

　
１
１
８
万
円
＋

　
｛

×

扶
養
親
族
等
の
数
 
　
万
円
｝

３８

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間

等
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
制
度
ご
案
内



に
再
申
請
の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
制
度

の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平

成
　
年
度
（
令
和
元
年
度
）
に
保
険

３１
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、

令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
へ
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号

等
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
の
申
請
が
で
き
ま

す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要

で
す
。）

　
な
お
、
令
和
２
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
納
付
書

を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
留
萌
年
金
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　
緯
０
１
６
４
儿
４
３
儿
７
２
１
２

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
方
で
、

５０

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
※
平
成
　
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、

２８

　
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
対
象
と

３０な
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、　

歳
以
上
　
歳
未

２０

６０

満
の
方
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、　

歳
に
な
る
と
日

２０

本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の

お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で

２０

６０

の
方
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ

ま
す
。

◆
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の

あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取

れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等

に
つ
い
て
は
、

役
場
住
民
課
健
康
福
祉
係

　
緯
６
７
儿
２
２
１
１

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　
冬
道
は
天
候
状
況
や
積
雪
に
よ
る

渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
到
着
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
目
的
地

ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況
を
事
前
に

把
握
し
て
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

出
発
し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

　
　
　
　
　
　
慎
重
な
運
転
を

　
冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
正

面
衝
突
の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
路
面
状
況
に

あ
わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

●
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

　
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の
つ

く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
に
つ
な
が

り
大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ

う
。

●
交
差
点
に
注
意

　
雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
な

ど
で
は
、「
車
が
来
て
い
る
か
も
し

納
付
猶
予
制
度

迂

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

　
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



雨

れ
な
い
」、「
歩
行
者
が
横
断
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
危
険
を
予
測

し
て
、
徐
行
と
安
全
確
認
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

●
悪
天
候
に
注
意

　
吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の
運

転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不
良
に

よ
る
立
ち
往
生
等
の
危
険
が
伴
い
ま

す
の
で
、
不
要
な
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き

は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
等

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

気象台ひと口メモ　冬の気温　～体感温度～

　１年を通じてこの時期の気温は最も寒くなり、冬型の気圧配置や低気圧で風速も強

い時期となります。

　普段、生活の中での気温、いわゆる体感気温は気象台の発表と感覚が大きく変わる

場合があり、体感気温に影響する大きな要素は風速です。

　単純に言うと風速１メートルにつき気温が１度下がる感覚になり、気温が０度でも

１０メートルの風のもとでは、体感温度はマイナス１０度、ということになります。

　風を予想する場合、気象関係者のあいだでは、「７・５・３」ルールというのがあり

ます。

　これは天気図で北海道付近に等圧線が３本かかると注意報クラス、５本だと暴風警

報クラス、７本だと危険な状態、というものです。

　これを気温に換算すると、等圧線１本について体感温度が２～３度下がる目安にな

りますから、参考にしてください。

　また、風が弱くても朝方に晴れると、地上の熱が奪われる「放射冷却現象」により、極

端に気温が低くなりますので、水道凍結などの思わぬ事態となることがあります。

　天気予報や気象台の情報を利用して、実際の気温や体感温度などを考慮した生活を

送ってください。

　※問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166－32－7102）

　※旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/



脳
出
血
は
冬
に
多
い

　
寒
い
日
が
続
く
冬
期
間
に
特
に
気

を
つ
け
た
い
の
が
脳
卒
中
で
す
。

「
脳
出
血
は
冬
に
多
い
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
冬
に
な
り
寒
く
な
る

と
、
も
と
も
と
血
圧
が
高
い
人
は
も

ち
ろ
ん
、
血
圧
が
正
常
な
人
で
も
若

干
高
く
な
り
、
脳
出
血
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
体

を
寒
さ
か
ら
守
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス

反
応
の
一
つ
と
し
て
交
感
神
経
系
の

働
き
が
強
く
な
り
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
増
え
る
か

ら
で
す
。

　
冬
は
こ
う
し
た
血
圧
の
上
昇
に
加

え
て
、
室
内
と
屋
外
、
部
屋
と
廊
下

な
ど
の
温
度
差
に
よ
っ
て
血
圧
が
大

き
く
変
動
し
ま
す
。
こ
の
血
圧
の
上

昇
や
下
降
が
脳
の
血
管
に
負
担
を
か

け
、
脳
出
血
の
引
き
金
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
は
血
液
の
粘
り
が
上
が

り
、
血
流
を
悪
く
す
る
た
め
「
隠
れ

脱
水
」
が
お
こ
り
脳
梗
塞
の
危
険
因

子
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 冬
の
脳
卒
中
を
 

　
予
防
す
る
た
め
に
 

①
血
圧
を
管
理
す
る

　
血
圧
は
、
冷
た
い
空
気
に
触
れ
る

と
上
が
り
、
極
端
な
温
度
差
で
急
激

に
変
動
し
ま
す
。
部
屋
ご
と
の
温
度

差
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
ま
す
。

脱
衣
所
と
浴
室
、
湯
の
温
度
に
は
要

注
意
。
暖
房
を
入
れ
た
り
、
シ
ャ

ワ
ー
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
り
、

外
出
時
に
は
体
温
が
奪
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
マ
フ
ラ
ー
な
ど
で
し
っ
か
り

防
寒
し
ま
し
ょ
う
。

②
十
分
な
水
分
補
給
を
す
る

　
冬
は
夜
間
に
ト
イ
レ
へ
行
き
た
く

な
い
、
あ
る
い
は
冬
は
そ
れ
ほ
ど
水

分
を
と
ら
な
く
て
も
い
い
と
水
分
を

控
え
る
人
も
い
ま
す
が
、「
隠
れ
脱

水
」
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

運
動
時
や
入
浴
時
な
ど
、
夏
と
同
じ

く
ら
い
脱
水
に
気
を
つ
け
水
分
補
給

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
生
活
習
慣
病
を
治
療
す
る

　
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
脳
血

管
の
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
た
め
、

し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。

脳
卒
中
の
症
状
は
？

　
脳
卒
中
が
起
き
た
と
き
、
本
人
も

周
囲
の
人
も
気
づ
か
ず
に
ど
ん
ど
ん

症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
代
表
的
な
症
状
を
紹
介
し
ま

す
。・

ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
な
い

・
食
事
中
に
箸
を
落
と
す

・
片
目
が
み
え
な
く
な
る

・
視
野
が
半
分
に
な
る

・
顔
の
半
分
と
片
方
の
手
足
の

感
覚
が
お
か
し
い

・
言
葉
が
理
解
で
き
な
い

・
言
い
た
い
こ
と
が
言
え
な
い

・
半
身
に
力
が
入
ら
ず
歩
き
に

く
い

・
頭
が
急
に
痛
く
な
る
、
吐
き

気
を
伴
う

・
意
識
が
も
う
ろ
う
と
す
る

・
ひ
ど
い
め
ま
い
が
す
る

・
け
い
れ
ん
発
作
が
お
こ
る

　
以
上
の
よ
う
に
、
症
状
は
様
々
で

す
。
脳
卒
中
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

早
急
に
専
門
病
院
を
受
診
し
治
療
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

（
担
当
　
大
水
）

卯

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



　先日、来年度の夏に計画している企画の予行演習として中学生の皆さん

にハスカップクレープ作り体験をしてもらいました。今回の体験会で様々な

事を感じ、そして学びました。

　私はこの企画を立案してからそれなりの書類を書き、レシピを描き、食

材・道具を用意し、失敗しないように尽力したつもりだったのですが、やはり

失敗はありました。ですが、私としては本当に楽しくやらせていただきまし

た。参加者の方々の笑顔も見ることができて本当によかったです。そして今

回のことを本事業に活かせるようにしたいです。中学生の皆さん、ご検討し

てくださった方も含め、ご家族の皆様、そしてヤスミンさん、

教育委員会の皆様、ご協力ありがとうございました。

　最後にアンケートを行った際に、もっと色んなイベント

をやってほしいという意見が多かったので、今後もこのよ

うな村の方と関われるようなイベントをできればなと考え

ています。

　去る１月１３日（月）教育委員会事務局より声を掛けていただき「子供会もちつき交流会」に参

加いたしました。参加した子供たち一人一人が順番に杵を振り上げ楽しそうに且つ力強く餅をつ

く姿や、ホールの大部分を利用したかるた取りゲーム、また、皆でついたお餅を「雑煮」「おし

るこ」「きなこもち」「納豆もち」「さとう＆しょうゆ」それぞれ美味しくいただいて、とても

楽しく有意義な日となりました。

　餅つきには意味や由来があって、年間の大事な行事（桃の節句の菱餅や端午の節句の柏餅な

ど）にお餅をいただく、米を作って生活してきた日本古来の考え方で、特別な日に特別な食べ物

としてお餅が存在し、年中行事には欠かせないとのことなのです。

　年末の餅つきには、お正月にお迎えする歳神様へ鏡餅をお供えし、一年を見守っていただくとの

いわれがあり、この度の、年が明けてからの餅つきには、お雑煮などで美味しく食べ

て、神様から生命力の再生と補強

を願うといった意味が込められて

います。この度の餅つきで今年一

年間の村民皆様のご健康とご多幸

を、また豊作を祈念いたします。

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

中学生のみんなとハスカップクレープ作り

「子供会もちつき交流会」に参加して！

鵜

【高塚】

【丑谷】



受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和２年３月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（６日完全予約制）

〇

（第４水曜日２５日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２５日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（１１日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（３日）〇

整形専門外来予約制
予約制穴口医師（６日・２７日）〇

予約制八島医師（１１日）〇

予約制八島医師（１９日・２６日）〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制
午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（６日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（１０日・２４日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１０日・２４日）〇
整形専門外来予約制

完全予約制穴口医師（５日・２６日）〇

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（３日・１０日・１７日・２４日・３１日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（３日・４日・１０日
　１７日・１８日・２４日・３１日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（５日・１２日・１９日・２６日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（４日・１８日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（６日・１３日・２７日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

窺

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

転　　入

１２／３　藤　枝　幹　夫（明　里））

おくやみ

１２／１　髙　 　勝　己

　　　　　　　　　８８歳（初山別）

１２／１５　日　沼　ハ　ル

　　　　　　　　　９５歳（初山別）

１／２１　長谷川　ミ　チ

　　　　　　　　　９０歳（初山別）

ひとのうごき

～令和２年１月末～

人口と世帯数
人口 １,１４６人
　　　（△６人）
 男 ５５２人
 女 ５９４人
 世帯数 　５３７世帯 
　　　（△１世帯）

（　） は前月比

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※札幌医大木村教授の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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　昨年１２月２６日、オロロン農業協同組合

様より鏡もちを寄贈していただきました。

いただいた

鏡もちはお

正月期間中、

役場庁舎ロ

ビーに供え

させて頂き

ました。

鏡も ちを寄贈し ていただきまし た
● 今月の主な行事予定 ●

（２／１２～３／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（２月号）
乳幼児健診

１２昌

２

月

１３昭

１４晶

１５松

１６掌

１７捷

１８昇

ほしっこくらぶ会場開放日１９昌

予防接種２０昭

破砕ごみ・危険ごみ（初山別・千代田）２１晶

２２松

２３掌

２４捷

２５昇

２６昌

２７昭

広報配布（お知らせ版）２８晶

２９松

１掌

３

月

２捷

ふじみ保育所ひなまつり撮影会３昇

ほしっこくらぶ４昌

予防接種５昭

６晶

７松

８掌

９捷

１０昇

乳幼児健診
広報しょさんべつ配布（３月号）

１１昌

　村内小・中学生４名が参加し、小学生は「初もうで」

中学生は「未来の夢」を力強く書き上げていました。

　作品は１月６日から１０日の間、自然交流センター１

階エントランスホールに展示されました。

（１月５日）

新春書き初め大会

　１月１７日～１９日の３日間、札幌ドーム

にて開催された札幌モータショー２０２０

にて留萌管内のＰＲを行いました。

「札幌モーターショー2020」


